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論文内容の要 t::::. 
目

小麦に対する I 型アレルギー患者 7 名について，抗原の分併を行った。小麦の主たる構成タンパク質

であるグルテン，更にグルテンより作製したグルテニンとグリアディンを使って，皮内テストによりそ

の抗原性を検討し，更に，ペプシン， トリプシンによる消化がその抗原性にどのような影響を与えるか

を調べた。

(方法ならびに成績)

対象は 7 名の小麦アレルギー患者。尋麻疹と血管性浮腫が共通の症状で，内 4 名はアナフィラキシー

を経験している。また小麦摂取だけでは症状が発現せず，それに加えて運動することにより尋麻疹がみ

られるのが 4 名あったD これら 7 名について，皮内テストによりグルテンおよびその構成タンパクを使

用し，抗原性を検討した。

1. グルテン抗原と酵素(ベフ。シン又はトリプシン)消化グルテン抗原の皮内テスト

(方法)市販のグルテンを PB fこより抽出しグルテン抗原とし，クールテンをペプシンで 4 時間消化し

たものをペプシン消化グルテン抗原とし，更にそれをトリプシンにて 4 時間消化したものをペプシン・

トリプシン消化グルテン抗原として皮内テストを行った。

(結果)グルテン抗原とペプシン消化グノレテン抗原ははず同等の強さの抗原性を示し，ペプシン・卜

リプシン消化グルテン抗原は 1 例をのぞき非常に弱し、かマイナスの抗原性しか示さなかった。残る 1 例

はトリプシ Y消化後もグルテン抗原と同等の強い反応を示した。

2. ペプシン消化グリアディン及びグルテニン抗原の皮内テスト
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(方法)グルテンから70%エタノールによりグリアディンを抽出し，抽出後のものを 1/50 NNaOH 

Kよりグルテニンを得たロ得られたグルテニンとグリアディンをペプシンで消化し その 1.4.8. 12. 24. 

48. 吃時間後に得られたものを皮内テストする乙とによりその抗原性を検索したo

(結果)すべての症例でペプシン消化によるグリアディン・グルテニンは陽性で，強さは消化 1 時間

で最高となり，その後時間と共に弱くなって行った。アナフィラキシーを経験した 4 例は，他の 3 例よ

り長い消化時間でも陽性である傾向がみられた。

3. トリプシン消化グリアディン及びグルテニン抗原の皮内テスト

(方法)グリアディン・グルテニンを各々1. 4. 8. 12.24. 48. 72 時間トリプシンで消化したものを皮肉

テストした。

(結果) 6 例はトリプシン消化グリアディン・グルテニ γ抗原には殆んど陰性の反応しか示さなかっ

たが，残る 1 例はグルテン抗原と同程度の反応を示した。

(総括)

1. 小麦毒麻疹ではペプシン消化により抗原性が更に新生されることがわかった。すなわち胃に於てグ

ルテンの抗原性が強まるものと考えられた。

2. トリプシン消化では 1 例をのぞきその抗原性が消える乙とがわかった。すなわちこれらの症例では

小腸内でクツレテンの抗原性が消えて行くものと推測された。残る l 例は小腸内のトリプシン消化によ

っても活性の減弱はみられなかった。

3. アナフィラキシーを経験している症例では，その抗原性がより強い傾向にあることがみとめられた。

4. 症状発現に運動負荷の必要なものとそうでないものとの聞にほとんど差はみとめられなかった。

論文の審査結果の要旨

本論文は小麦に対する I 型アレルギー患者 7 名について抗原の分析を行ったもので，小麦の主たる構

成タンパク質であるグルテン，更にグルテンより作製したグルテニンとグリアディンを使って，皮内テ

ストによりその抗原性を検討し，更にペプシン・トリプシンによる消化が，その抗原性にどのような影

響を与えるかを調べている。その結果，ペプシン消化により抗原性が強まりトリプシン消化では多く

の例で消失することがわかり，臨床像との関係を推測している。また症状発現と運動負荷の聞にほとん

ど差がなかったとしている。上記論文は臨床的にとらえられにくし、小麦尋麻疹例につき，クールテン抗原

の分析を行ったもので，学位論文として価値のあるものと考えられる。
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